行動の言語的形態としての対話と演技 by 佐藤,正紀
4．個人研究経過報告 53
行動の言語的形態としての対話と演技
佐藤　正紀
Actihg　and　dialogue　as　a　verbal　form　of　action
Masanori　SATO
　演劇において，俳優が観客を前にして演じることで想
像上の小宇宙をつくりあげ，観客はそこにリアリティー
を感得することが生じるなら，果して，それはどのよう
にしてか。
　端的にこのように記せる，演技に関する根本的と思わ
れる問ひに導かれることが，表記の研究課題を設定する
に当っての根拠だった。これはどういうことなのか，や
はり説明を要しようと思う。そこで簡略にその筋道を記
しておくことにしたい。
　演劇において「想像上の小宇宙」を問題にする場合に
は，当然ながら，創造する側の俳優の仕事が第一に検討
課題となろうが，同時にそれは受容する側の観客の想像
力にも深く関っている。言うまでもなく，俳優の創造す
る，ひとつの全体としての小宇宙のイリュージョンは観
客の想像力の内に形成されるからだ。ところで，多種多
様な演劇の中には，必ずしも，「想像上の小宇宙」を廻
る右のような作り手と受け手の関係を前提にしないもの
がある。ひとつの全体としての小宇宙のイリ＝一ジョン
とは別の，しかし，演劇ならではの独自性を発揮するこ
とを眼目とする演劇がある。例えば，スター俳優中心
の，つまりは俳優個人の魅力や芸を売り物にする演劇で
ある。あるいはテクノロジーを駆使した。照明，音響，
装置などの効果が与える驚異が眼目である場合すらあ
る。手を替え品を替えの新奇な趣好もまた演劇ならでは
の魅力となり得る。これらは想像力やイリュージョンと
無縁では決しではないが，しかしひとつの全体としての
小宇宙のイリュージョソに関する限りにおいては，実在
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の俳優，視覚や聴覚の感覚などの個別的な，圧倒的心事
として観客に訴えることからして，やはり別個に考える
べき事にならざるを得ない。やはり，俳優が観客を前に
して演じることで想像上の小宇宙をつくりあげる演劇
は，多種多様な演劇の中でも，特殊なタイプの演劇と考
えるべきであろう。それは，戯曲を予想する演劇であ
る。戯曲はそもそも，俳優によって演じられることを前
提に劇作家が創造する想像上の小宇宙である。彼の想像
手段が行動であり，俳優の創造手段もこれまた行動であ
るという考え方に立って，両者の関係について考えるこ
と，これが冒頭に記した問いに答えるべき作業になる。
以上，略記した観点から今年度は，初期のモスクワ芸術
座とスタニスラフスキイの仕事，及び，同時代のイギリ
スにおけるグランヴィル＝パーカを検討した。
